
広報にほんまつ 2011. ４

6

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
を
取
り
巻
く
環
境

　

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
合

併
後
５
年
間
で
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
地
方
分
権
改
革
の
進
展
や

人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
社
会
保
障

経
費
の
増
大
、
環
境
問
題
へ
の
対

応
な
ど
自
治
体
が
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
が
一
層
増
大
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
平
成
20
年
秋
の
い
わ

ゆ
る
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

国
・
地
方
の
税
収
は
大
幅
に
落
ち

込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
は
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
27
年
度
ま
で
が
、
合
併
特

例
期
間
中
で
あ
り
、
普
通
交
付
税

等
が
増
額
さ
れ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
以

降
は
、
普
通
交
付
税
額
が
段
階
的

に
削
減
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
新
市
の
規
模
に
あ
っ
た
行
政

規
模
に
す
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

第
２
次
改
革
プ
ラ
ン
で
目
指
す
と
こ
ろ

　

市
で
は
、
厳
し
い
行
財
政
環
境

に
対
応
し
、
本
市
が
更
に
発
展
し

て
い
く
行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る

た
め
に
、
第
１
次
市
政
改
革
集
中

プ
ラ
ン
に
続
く
第
２
次
市
政
改
革

集
中
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市
政
改

革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
２
次
改
革
プ
ラ
ン
は
、
第
１

次
改
革
プ
ラ
ン
の
考
え
方
を
引
き

継
ぎ
つ
つ
も
、
更
な
る
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
に
取
り
組
み
、
長
期
総

合
計
画
で
定
め
た｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
推
進
す
る
た
め
の
基
盤
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

第
２
次
改
革
プ
ラ
ン
の
進
め
方

　

第
２
次
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
長
期
総
合
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
平
成
27
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。

　

改
革
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
す

ぐ
に
実
施
で
き
る
も
の
か
ら
、
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
プ
ラ
ン

内
容
に
つ
い
て
は
、
随
時
追
加
と

見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
改
革
の
推
進
状
況
に
つ

い
て
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
し
て
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
…

　

人
事
行
政
課
行
政
係
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市
政
改
革
を
推
進
し
、
行
財
政

基
盤
の
確
立
を
す
る
た
め
に
、
第

２
次
市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
１
次
改
革
プ
ラ
ン
の
効
果

　

平
成
18
年
３
月
に
策
定
し
た
第

１
次
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
１
０
１

の
改
革
項
目
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
累
計
42
億

円
の
改
革
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
期
総
合
計
画
に

掲
げ
た｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
積
極
的

に
推
進
で
き
た
ほ
か
、
長
期
債
務

の
軽
減
な
ど
財
政
健
全
化
を
図
る

第
２
次
市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
策
定

表１　第１次改革プランの主な成果
項目 累計効果額

（Ｈ17～Ｈ21） 主な内容

事務事業の
整理再編、
コスト意識
の徹底

９億7,528万円
の削減

⑴全事務事業の見直しによる
事業の取捨選択、実施手法
の見直し、累計１億5,158万
円の削減

⑵補助金見直し検討委員会に
よる補助金の見直し、累計
１億4,033万円の削減

⑶行政コスト（電気料・コピー
使用料）削減、公共工事のコ
スト縮減など累計６億8,337
万円の削減

定員管理の
適正化

20億4,300
万円の削減

平成17年度当初と比較して平
成22年当初で110人の職員を削
減

職員給与の
見直し

６億5,284
万円の削減

超過勤務手当、特殊勤務手当、
管理職手当の見直し廃止など

収入アップ
の取り組み

２億3,981
万円の収入増

未利用財産の売り払い、広報
にほんまつ、市ＨＰへの広告
掲載、職員駐車場協力金制度
の導入、公共施設の使用料徴
収など

第３ｾｸﾀｰ市
出資法人の
見直し

4,160万円
の削減

（財）二本松菊栄会、（財）二本
松市ふるさと振興公社の見直
しなど

公営企業の
見直し

２億4,400万円
の収入増 水道使用料の見直し

表２　第２次改革プランの主な内容
項目 主な内容
定員適正
化計画の
推進

定員適正化計画に定めた職員数削減を推
進し、平成27年４月時点で、職員数４８
９人とする

民間活力
の導入

民間で実施することにより専門的知識や技術が活用
され市民サービス向上が期待できる業務や、民間委
託したほうが効率的、効果的に業務を遂行できる業
務については民間委託を推進

職員給与
の適正化

第１次改革プランに引き続き、管理職手当、超過勤
務・特殊勤務手当の見直しを継続

長期債務残
高と公債費
の抑制

計画的な起債発行、積極的な繰上げ償還の実施、余
剰財源の減債基金への積立等により、適正な長期債
務残高と公債費の管理に努める

事務事業の
整理再編、
コスト意識
の徹底

第１次改革プランに引き続き、補助金の
見直し、事務事業の見直し、行政コスト
の削減を継続して実施

収入アッ
プの施策
の推進

市の財源確保のために、公共施設の使用料見直し、
広報にほんまつ・市ホームページへの広告掲載、市
税等収納率アップの取組み、未利用財産の売り払い
などを行う

市民と行政
の情報共有
の推進

行政評価の実施や行財政状況の分かりや
すい公表を継続して実施

市民と行政
の協働のま
ちづくりの
更なる推進

地域づくりの基盤の整備を行い、地域づ
くりを推進するための新たな交付金の制
度の創設や、ＮＰＯ団体等の支援を行う

４月の講座のご案内４月の講座のご案内４月の講座のご案内４月の講座のご案内４月の講座のご案内４月の講座のご案内
開 講 日：４/９㈯、20㈬
時　　間：10：00～11：30
料　　金：1,000円
申込〆切：各開講日の５日前

開 講 日：４/３㈰、14㈭
時　　間：10：00～11：30
料　　金：1,000円
申込〆切：各開講日の５日前

開 講 日：４/５㈫、16㈯、27㈬
時　　間：10：00～12：00
料　　金：600円（※材料費別途料金）
申込〆切：各開講日の前日

【毎月開催！一閑張講座】

【幸せのクローバー講座】【ゆらゆらこいのぼり講座】

要予約 定　　員：各回10人

お申し込み・お問い合わせ：二本松市和紙伝承館（☎61－3200）

※　身体障害者手帳をお持ちの方は、各料金半額となります。
体育館利用料金　専用使用　１時間につき　1,750円
お問い合わせ　　㈱安達町振興公社　スカイピア　あだたら　TEL24-3101

二本松市温泉健康保養施設

スカイピア あだたら
温泉愛称決定　「あだたら　高原温泉　空の湯」
営 業 時 間　10：00　～　21：00（最終受付時間　20：30）
年間通して営業いたします。
利用料金（税込）

※申込〆切日を過ぎてもキャンセル等の都合により受講可
　能な場合もありますのでお気軽にお問い合わせください。

大人
（高校生以上）

子供
（小・中学生）

定期利用券（３ケ月）
入館券（1日券）
回数券（12枚）
回数券（6枚）
定期利用券（３ケ月）
入館券（1日券）
回数券（12枚）
回数券（ 6枚）

10,000円
500円

4,000円
2,400円
5,000円
250円

2,000円
1,200円

い
や
ー
！

安
達
太
良
山
が
今
日
も

う
づ
ぐ
し
な
い
!!

【注意事項】
・要予約、電話か窓口へ直接お申し込みください。
　（ＦＡＸやメールでの受付はしておりません）
・定員になり次第締め切らせていただきます。
・材料のみの販売はしておりません。


